
『日刊美術通信』『美術文化新聞』

（1932年～ 1949年）全 25巻

電子書籍版
定期刊行中

監修：大谷省吾（東京国立近代美術館副館長）
解題・解説：大谷省吾　

橘川英規（独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所）

【本書の特色】

●1934（昭和 9）年 5月に「日本美術通信社」（現在の美術新聞社）より発行された『日
刊美術通信』（後に『美術文化新聞』に改称）をプリント版と電子書籍の双方で復刻刊行。
●本資料は、ほぼ日刊というスタイルにより、美術界の動向をリアルタイムで知ることの
できる貴重な当時の業界紙。
●当時の様々な展覧会の開催日程や内容、作家などの消息・動向などが把握可能。
●興隆期は、大阪、金沢はじめ、北京、新京にも支局を設置。
●主要記事および、展覧会の告知、「美通消息」などの作家の動向にかかわる「作家名」
などを各巻「目次」として抽出。電子書籍では、この一連のデータの検索が可能。
●記事見出しの人名が名字等だけの場合、目次データではフルネームで収録（例＝「藤田〔藤
田嗣治〕」。
※データの検索例は、裏面を参照下さい。
このほか記事本文中からもキーワードを適宜抽出しています。

★2024 年 ７月搭載開始（以後続巻です） 
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主要美術雑誌からはこぼれてしまうような情報を満載。 
1930 年代〜40 年代の日本のアートシーンのナマな息遣い。

￥27,500 ￥55,000

￥27,500 ￥55,000

￥27,500 ￥55,000

￥27,500 ￥55,000

￥27,500 ￥55,000

書籍 - 巻次・年次

第 1 巻

第 2 巻

第 3 巻

第４巻

第５巻

第６巻

『日刊美術通信』『美術文化新聞』
（1932 年～ 1949 年）

『日刊美術通信』『美術文化新聞』
（1932 年～ 1949 年）

『日刊美術通信』『美術文化新聞』
（1932 年～ 1949 年）

『日刊美術通信』『美術文化新聞』
（1932 年～ 1949 年）

『日刊美術通信』『美術文化新聞』
（1932 年～ 1949 年）

『日本美術新聞』第1号（1932年4月）
『美術通信』第5号（1933年12月）
『日刊美術通信』1934年5月～12月

『日刊美術通信』1935年4月～8月

『日刊美術通信』1935年9月～12月

『日刊美術通信』1936年1月～4月

『日刊美術通信』1936年5月～8月

『日刊美術通信』1936年9月～12月

KD0767 2024年9月



〒153-8504　東京都目黒区下目黒 3-7-10
株式会社紀伊國屋書店　デジタル・流通事業本部 デジタル情報営業部 
ict_ebook@kinokuniya.co.jp　電話 03-6910-0518 

★今回の電子書籍化に際し以下のデータ整備を行いました。
①誤植の訂正
原本で間違った表記がある場合は原本通り表記した後に
〔ママ　正しい表記〕という形で補足しています。

②見出し以外の項目も補足。
「図版」「広告」などで検索しても結果が得られます。
特に「訃報」で検索していただくと美術関係者の訃報記事が検索でき
ます。

また、「美通消息」の欄に掲載されてい
る訃報記事も検索していただけるように
なっています。

③人名の補足をしました。
見出しにフルネームが載っていない場合も人名を特定してキ
ーワードを補足しています。
見出しに載っている同じ苗字でも探している人名を探し出せ
るように、検索していただけます。

この結果を見ると
同じ「藤田氏」で
も「藤田嗣治」と「藤
田慎治」の結果が
得られていること
が分かります。

この他でも
春畝公〔伊藤博文〕、近衛公〔近衛文麿〕、松田文相〔松田源
治〕、新文相〔川崎卓吉〕、石塚幹事長〔石塚彰吾〕、芝田校長〔芝
田徹心〕など、号や当時の役職名で記載されている名前もフ
ルネーム検索できるように補足しています。

④その他
海外に関する記事については国名で検索できるようにデータ
を補足しました。
満洲、台湾、朝鮮、で当時行われた展覧会の案内の記事など
も検索できます。

当時の漫画界についての記事もたくさん載っています。
「漫画」というキーワードでもぜひ検索してみてください。




